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国
民
年
金
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

〜
該
当
す
る
方
は
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
〜

【不明な点・わかりにくい点はお気軽にお問合せください】

　会津若松年金事務所 ☎0242（27）5321

　喜多方市役所市民課国民年金係 ☎(24）5226

□平成24年度に学生納付特例制度を利用し、平成25年度も引き続き
同じ学校に学生として在籍する方

□過去10年間に国民年金保険料の納め忘れがある方で、さかのぼっ
て納付を希望される方

□学生納付特例制度を利用していて、平成25年３月に卒業する方で
４月以降国民年金に加入しつづける方（厚生年金に加入しない方）

□現在後納制度を利用されている方で、平成15年４月分以降のお支
払いが済んでいない方

　学生納付特例は、１年ごとに継続が必要な制度です。継続を希望される方は、ハガ

キ形式の学生納付特例申請書が3月中に順次送付されますので、忘れずに必要事項を記

入し返送してください。この場合は、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。

　なお、在学校が変更になった方や継続希望で上記ハガキを紛失された方は再度、学

生納付特例申請書の提出が必要となります。市役所市民課国民年金係・各総合支所住

民課または会津若松年金事務所に、在学証明書または学生証の写しを添付してご提出

ください。

　平成24年10月から平成27年9月までの3年間に限り、過去10年分まで納めることがで

きる「後納制度」が始まりました。後納制度を利用することで、年金額が増えたり、

納付した期間が不足して年金を受給できなかった方が年金受給資格を得られる場合が

あります。

　詳しくは国民年金保険料専用ダイヤル☎0570-011-050までお問い合わせください。

≪後納制度のご利用が可能な方≫
(1)20歳以上60歳未満の方：10年以内に納め忘れの期間や未加入期間のある方

(2)60歳以上65歳未満の方：(1)の期間のほか、任意加入中に納め忘れの期間がある方

(3)65歳以上の方　　　　 ：年金受給資格がなく、(1)(2)の期間がある方

※老齢基礎年金受給者は対象から除かれます。

　学生の頃に引き続いて納付猶予等が必要な場合は、「国民年金保険料免除・納付猶予

申請書」を記入し、市役所市民課国民年金係・各総合支所住民課または年金事務所に

平成25年６月までに申請していただく必要があります。

　※この制度には利用するための審査があります。本人・配偶者・世帯主の所得が審

査対象となり、その審査結果により保険料が免除または納付猶予に該当した場合は利

用できますが、所得状態によっては申請が却下される場合もあります。

　お手元の納付書の使用期限が平成25年３月31日になっていますのでご注意ください。

（使用期限の過ぎた納付書で、保険料を納めることはできません。）

　なお平成15年４月以降の過去の保険料を平成25年４月１日以降に後納制度を利用し、

保険料を納付される場合は、使用期限が平成26年３月末までの納付書が必要となりま

すので、国民年金保険料ダイヤル☎0570-011-050または会津若松年金事務所までお

問い合わせください。

平成25年度の国民年金保険料は…

月額15,040円となります。
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第1号被保険者とは厚生年金
の加入者（2号）や厚生年金に
加入している方の扶養に入っ
ている配偶者（3号）以外の
方です。

　第1号被保険者で、社会保険等の被扶養者の方以外は国民健康保険に該当する可能性があ
健康保険に未加入の方（保険証の無い方）はお早めにお手続きください。

◆国民健康保険の加入手続きに必要なもの…社会保険などの資格喪失証明書、窓口に来られた方の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類（写真付住民基本台帳カード・運転免許
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証など）、印鑑（本人以外の場合）
◆手続き場所…本庁市民課および各総合支所住民課（月曜～金曜、午前８時30分～午後５時15分まで）

などの健康保険・共済保険等を脱退した方は、一日も間を置かずに国民健康保険に加入しな
ばなりません・・・・（国民健康保険法より）

　納付書による現金払い・口座振替・クレジットカード・電子納付が利用できます。納付方
法により１年前納・6か月前納など前払いによる割引があります。
○現金払い…お手元に郵送された納付書で金融機関、郵便局、コンビニの窓口で納付します。

１年前納・6か月前納など前払いによる割引等もありますが、使用期限の過ぎた納付
書での支払いはできませんのでご注意ください。

○口座振替…金融機関の口座から引き落としとなります。引き落としの種類で①１年度分の
前納②6か月分の前納（4月～9月分、10月～翌年3月分）③毎月（当月分当月末振替）
④毎月（当月分翌月末振替）があり、④以外はそれぞれに割引があります。

○クレジットカード納付…クレジットカード会社で立替納付を行うものです。前払いによる
割引額は現金納付と同じになります。※直接クレジットカードを提示して納付する方
法ではありません。

○電子納付…インターネットバンキング、モバイルバンキング、テレフォンバンキングをご
利用いただけますが、あらかじめ利用される金融機関と契約を結ぶ必要があります。
契約方法については、ご利用になる金融機関等にお問い合わせください。

【注意点】
・お申し込み先は、年金事務所または各金融機関等窓口になります。
・口座引き落とし等は、お申込みから開始されるまで約２か月かかります。
ご利用を希望する方はお早めにお申し込みください。

　第1号被保険者が定額保険料に付加保険料（月額400円）をプラスして納付すると、老齢基
礎年金受給時に付加年金（年金額は200円×付加保険料納付月数）が上乗せされます。
　また、付加年金は定額のため、物価スライドによる増額減額はありませんので、２年間の
受給で支払った保険料分の金額は受け取ることができるうえに、終身まで受給できます。
なお前払い（前納）による割引もあります。
【注意点】
・国民年金基金に加入中の方は納付できません。
・付加保険料の納付は、申し込んだ月の分からに
　なります。

ご注意ください！国民健康保険との関係ご注意ください！国民健康保険との関係ご注意ください！国民健康保険との関係ご注意ください！国民健康保険との関係

ご
自
身
に
合
っ
た
納
付
方
法
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

付
加
年
金
の
申
込
は

市
役
所
で
出
来
ま
す
。

入っ

 

付加年金

 

保険料の納付方法

国民年金の  お得な情報

ちょっと知らなきゃ損！

あります。

◆手続き

※会社な
　ければ

納付方法 １か月分 ６か月分 １年分
月々支払 400円 2,400円 4,800円

前

納

現金支払
－

2,380円 4,710円
【割引額】 20円割引!! 90円割引!!
口座振替

－
2,370円 4,700円

【割引額】 30円割引!! 100円割引!!
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住
民
票
は
、
皆
さ
ん
の
住
所
や
家
族
構

成
な
ど
を
記
録
し
証
明
す
る
だ
け
で
な

く
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
な
る
と
て
も
大

切
な
も
の
で
す
。
引
越
し（
住
所
の
変
更
）

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
左
下
表
の
届
け
出

の
期
限
内
に
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
・
４
月
は
就
学
や
就
職
、

転
勤
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

転入転出に伴う主な手続き内容・必要なもの

種　　類 届け出期限・時期 手続きに必要なもの

転入届
（市外から引越して
来られた方）

引越し後
14日以内

★転出証明書又は住基カード、
　印鑑（本人以外の時）、
※１または※２の証明書

転出届
（市外へ引越し
される方）

引越し予定日
の14日前から

印鑑（本人以外の時）、
★住基カード（お持ちの方）、
※１または※２の証明書

転居届
（市内で引越し
された方）

引越し後
14日以内

印鑑（本人以外の時）、
★住基カード（お持ちの方）、
※１または※２の証明書

★転入・転出の際に、住基カード（住民基本台帳カード）をお持ちの方
には転出証明書は発行されず、住基カードにて届出手続きを行うよう
になります。
　また、転居の方も住所が変更になったことを住基カードの裏面に記
載する必要があるため、お持ちの方は必ずご持参ください。

窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
の
変
更
手

続
き
は
午
後
５
時
１５
分
ま
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。

延
長
時
間（
午
後
５
時
１５
分
か
ら
７
時

ま
で
）の
窓
口
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
課
☎（
２４
）
５
２
２
５
ま

た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班

住
所
の
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

【１点の提示で確認ができるもの】
・運転免許証 
・顔写真付きの住基カード
・パスポート 
・身体障がい者手帳
・官公署発行の写真付身分証明書等

※1

【２点の提示で確認ができるもの】
・健康保険証 
・年金手帳/年金証書
・顔写真の入っていない住基カード
・顔写真付の学生証
・法人発行の写真付身分証明書等

※2

戸
籍
や
住
民
票
の
届
け
出
及
び
証
明

書
を
請
求
す
る
際
の
本
人
確
認
が
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
た
届
出
人
、
申
請
人

又
は
代
理
人
の
方
に
は
本
人
確
認
の
た

め
の
証
明
書
等
の
提
示
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【本人確認のための証明書等】

※詳しくはお問い合わせください。

項　　　　　目 転　入　時 転　出　時 担当課

印鑑登録
登録する印鑑、
※1の証明書

注）即日交付は本人が
来庁され本人確認で
きた場合

印鑑登録証の返還
市民課
市民窓口係
☎（24）5225

住民基本台帳カード作成 印鑑、※1の証明書 住基カードの持参

国民健康保険証
※1または※2 の証明書

国民健康保険被保険者証の
返還

国民健康保険高齢受給者証 受給者証の返還

保健課
国保医療係
☎（24）5224

後期高齢者医療該当の方
※1または※2 の証明書と前住所地で
交付された負担区分証明書

負担区分等の証明書などの
交付（印鑑持参）、後期高齢
者医療被保険証の返還

乳幼児医療費助成事業該当の方
（小学校就学前）

印鑑、お子さんの健康保険証、
所得証明書、振込先の金融機関の口座情報

受給者証の返還
子ども医療費助成該当の方
（18歳到達年度の3月31日まで）

印鑑、お子さんの健康保険証、
振込先の金融機関の口座情報

妊婦一般健康診査受診票
母子健康手帳、前住所地の妊婦一般健康診
査受診票

特にありません 保健課
健康係
☎（24）5223乳幼児の予防接種 母子健康手帳 特にありません

児童手当
まずは担当課にお問い合せください。

転出手続き 社会福祉課
子育て支援室
☎（24）5229

児童扶養手当・特別児童扶養手当 住所変更の手続き
ひとり親医療費 受給者証の返還

重度心身障害者医療該当の方
［身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳］のいずれかひとつと、印鑑、
保険証、通帳、所得証明書

受給者証の返還
（手続きあり）

社会福祉課
障がい福祉班
☎（24）5276

介護保険を受けている方
前住所地の市区町村で発行した
受給資格証明書

介護保険被保険者証の返還、
受給資格証明書の交付

高齢福祉課
介護保険係
☎（24）5231

小・中学生がいらっしゃる方 市民課で必要書類を取得し、教育委員会（別庁舎）で手続きしてください。
学校教育課
管理指導班
☎（23）2113

◆転居の場合も、転入転出に準じた手続きが伴います。また、各総合支所住民課市民サービス班でも受け付けを行っています。

問問
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利用料金（1回）
大　人400円
子ども250円
回数券・定期券
もあります

週２回通院しているの
でありがたいです。料
金も安いと思います。
（加納エリア）

子供が中学に入
ったら通学に利
用したいです。
 （塩川西エリア）

学割は必要です。
（熱塩エリア）

【対応】新たに定
期券を設けます。

土・日曜日も運行し
て欲しいです。
（山都中央エリア、

熱塩エリアなど）

【対応】ご要望を踏ま
え、今後検討していき
ます。

自宅前から乗
れるので心配
なく助かって
います。
（熱塩エリア））

家族の都合で送迎で
きないときに利用し
たい。（揚津エリア）

今後も今まで通りで
お願いします。
（朝倉・一郷エリア）

山
都
・
高
郷
・
熱
塩
加
納
・
塩
川
地
区

に
続
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
喜
多
方
地
区

（
中
心
市
街
地
な
ど
を
除
く
）の
５
エ
リ
ア

で
予
約
型
乗
合
交
通
の
実
証
運
行
を
開
始

し
ま
す
。

こ
の
予
約
型
乗
合
交
通
は
、
エ
リ
ア
内

の
自
宅
か
ら
喜
多
方
市
街
地
の
指
定
乗
降

場
所
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

帰
り
も
自
宅
ま
で
乗
車
で
き
ま
す
の
で
大

変
便
利
で
す
。
ま
た
、
片
道
の
み
の
利
用

も
で
き
ま
す
の
で
、
通
院
や
お
買
い
物
な

ど
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
中
旬
に
運
行
時
刻
や
利
用
方
法
な

ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
運
行
開
始
に
よ
り
、
市
の

委
託
に
よ
り
会
津
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る

雄
国
川
前
線
、
平
沢
線
、
真
木
線
は
廃
止

と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
喜
多
方
市
地
域
公
共
交
通

会
議
事
務
局（
企
画
政
策
課
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

自宅から乗れます

帰りも自宅まで利用できます…

お気軽にご利用ください！

いよいよ４月運行開始
喜多方地区

予約型乗合交通

アンケートへのご協力ありがとうございました。
貴重なご意見やご要望をたくさんいただきました。
今後もより利用しやすい運行となるよう見直しを行ってまいります。

予約の電話がつながりに
くいです。

（加納エリアなど）

【対応】ご不便をおかけし
て申し訳ありません。
電話回線の増加など受付
体制を強化します。

予約受付時間の延長や当
日の予約もできるように
してください。

（熱塩エリアなど）

【対応】予約や運行の状況を
みて現在、検討しています。

通勤・通学や病院の時間
に合わせて運行して欲し
い。　  （熱塩エリアなど）

【対応】いろいろなご要望
をいただいております。
すべてにお応えすること
は難しいですが、利用し
やすい運行となるよう見
直していきます。

乗客が少ないバスの運行が
続いていて、今後が心配で
したが、解決策が垣間見ら
れ嬉しく思います。

（加納エリア）

すでに運行しているエリアの方から  こんな声をいただいています   （アンケート結果から）

○道路状況によっては、自宅近くまでの送迎となる場合があります。
○エリア内のみの利用やエリアをまたぐ利用はできません。
○喜多方市街地内の指定乗降場所から指定乗降場所への乗降はできません。

運行イメージ図

喜多方市街地
指定乗降場所（18カ所）

桜ヶ丘・峰の雪酒造前・喜多方高校前・

会津いいで農協喜多方総合支店・新道観

光駐車場・新町・寺町角・喜多方市役所・

地域家庭医療センター（ほっと☆きら

り）・ヨークベニマル喜多方店・市立図

書館・大通り四つ角・会津乗合自動車喜

多方営業所・喜多方駅・喜多方桐桜高校

前・リオンドール喜多方西店・喜多方プ

ラザ文化センター・総合福祉センター

上三宮
エリア

慶　徳
エリア 熊　倉

エリア

関　柴
エリア

岩　月
エリア

問問
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◆
申
込
方
法

備
え
付
け
の
所
定
の
様
式

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
妊
婦
の

方
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用

無
料
で
す
。

Ｑ

な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
料
金
が
か
か

り
ま
す
か
？

Ａ

料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で

の
測
定
結
果
が
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ

２４
時
間
常
に
身
に
つ
け
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
か
？

Ａ

可
能
な
限
り
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
首
か
ら
さ
げ
る
の
が
生
活
の
妨
げ
に

な
る
場
合
は
、
持
ち
歩
く
カ
バ
ン
の
中
な

ど
に
入
れ
て
お
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。

Ｑ

結
果
は
ど
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
ま
す

か
？

Ａ

結
果
に
つ
い
て
は
、
回
収
か
ら
約
１

か
月
後
に
ご
自
宅
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

Ｑ

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
を
着
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
バ

ッ
ジ
式
線
量
計
か
ら
放
射
線
は
で
ま
せ
ん

か
？

Ａ

有
害
な
物
質
は
使
用
し
て
い
な
い
の

で
、
体
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
本
体
か
ら
放
射
線
が
放

出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心

し
て
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
課
健
康
係

☎（
２４
）５
２
２
３

◆
対
象
と
な
る
方

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
貸
出

し
を
希
望
す
る
方
。
他
市
町
村
か
ら
避

難
さ
れ
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
避
難
元
市
町
村
か
ら
貸
し
出
し
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
測
定
期
間

６
月
か
ら
２６
年
３
月
ま

で
、
３
か
月
ご
と
の
測
定
を
実
施
し
ま

す
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
申
し
込
み
開
始
…
４
月
２
日（
火
）

★
１
回
目
測
定

申
込
締
切
日
…
４
月
19
日（
金
）

配
布
日
…
６
月
４
日（
火
）

回
収
日
…
９
月
４
日（
水
）

★
２
回
目
測
定

申
込
締
切
日
…
８
月
１
日（
木
）

配
布
日
…
９
月
４
日（
水
）

回
収
日
…
12
月
４
日（
水
）

★
３
回
目
測
定

申
込
締
切
日
…
11
月
１
日（
金
）

配
布
日
…
12
月
４
日（
水
）

回
収
日
…
26
年
３
月
４
日（
火
）

◆
申
込
先

保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

※
幼
稚
園
・
保
育
所
に
通
園
し
て
い
る

乳
幼
児
は
各
園
で
、
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
各
学
校
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

貸
出
し
の
申
請
に
つ
い
て

 

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
Ｑ
＆
Ａ

　市では、市民のみなさまの健康管理に
役立てるとともに、外部被ばくの不安を
取り除くことを目的として、バッジ式線
量計の貸し出しを継続して実施します。

より一層の安心と健康管理のために…

バッジ式線量計を貸し出します

バッジ式線量計とは？
　積算外部線量が記録される線量計で、一定期間装
着したあと、放射線量を専門機関で測定します。電
子式線量計のようにリアルタイムで数値を確認でき
ませんが、携帯電話などの電磁波の影響を受けずに
線量を測定することができます。配布の際は着用し
やすいようにネックストラップ付ホルダーに入れて
お渡ししています。

問問

申申
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測定期間 ６月４日～９月３日（３か月） ９月４日～12月3日（３か月）
対象者 妊婦・中学生以下の子ども 妊婦・中学生以下の子ども・一般
測定者数 745人 1,306人
測定結果の範囲 0.01未満～0.12㍉シーベルト 0.01未満～0.14㍉シーベルト
測定結果の平均値 0.017㍉シーベルト 0.015㍉シーベルト
年間推計値（平均） 0.069㍉シーベルト 0.060㍉シーベルト
年間推計値（最高値） 0.48㍉シーベルト 0.56㍉シーベルト

～健康に影響がある数値ではありません～
　市では、平成24年6月～平成25年の3月まで3か月毎に3回の測定を実施しています。福島県放射線
と健康アドバイザリーグループ員で福島県立医科大学災害医療総合学習センター副センター長の熊
谷敦史先生は、11月27日に開催した喜多方市食育講演会のなかで「喜多方市のバッジ式線量計によ
る積算線量は、外部被ばく量の年間推計値でみると、平成23年10月の測定値換算で0.312㍉シーベル
ト、12月の測定値換算で0.204㍉シーベルトと推移し、さらに雪どけ後の平成24年6～9月の推計値が
0.069㍉シーベルトと減少傾向にあり、健康に影響のある数値ではない」とのお話しをされました。

平成24年度 バッジ式線量計による外部被ばく線量測定結果

～県民健康管理調査基本調査問診票は提出されましたか？～

平成23年10月に各家庭に送付された県民健康管理調査問診
票は、３月11日からの４か月間の外部被ばく線量を推計する
もので、この健康調査の基本となるものです。問診票が見当
たらない、当時のことを忘れてしまった、書き方がわからな
いなど、お問い合わせは県立医科大学県民健康管理センター
☎024（547）1786までお願いします。

本市においては、平成25年度中に
県民健康管理調査などの県の事業
のなかで実施されることとなって
います。詳細が決定し次第広報な
どでお知らせいたしますので、ぜ
ひ受診してください。

 事故当時の外部被ばく線量について 18歳以下の甲状腺検査および
ホールボディカウンター検査

春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

喜
多
方
市

地
域
・
家
庭
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
の
五
月
で
開
所
し
て
二
年

が
経
過
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、｢

ほ
っ
と

☆
き
ら
り｣

に
日
々
受
診
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
や
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
を
学

び
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
成
長
し
て

き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
は
竹
田
綜
合
病
院

の
初
期
研
修
医
の
先
生
を
一
名
、
福
島
県

立
医
科
大
学
の
医
学
部
六
年
の
学
生
を

二
名
、
医
学
部
五
年
の
学
生
を
十
九
名
、

研
修
や
実
習
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
積

極
的
に
学
生
の
実
習
に
協
力
を
い
た
だ
い

た
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
症
状
や
苦
悩
を
、
医
師

地
域
で
医
師
を
育
て
る

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長 髙栁　宏史

は
対
話
を
通
し
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
話
に
よ
り
検
査
の
計
画
を

立
て
た
り
、
診
察
を
行
っ
て
診
断
に
い
た

り
、
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
医
師
は
教
科
書
か
ら
で
は
な

く
、
目
の
前
の
患
者
さ
ん
か
ら
多
く
を
学

び
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
大
学

で
の
医
学
教
育
の
中
で
は
医
学
生
が
患

者
さ
ん
と
接
す
る
機
会
は
限
ら
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
の
医
学
部
五
年
生
の
実
習
は
一

週
間
を
か
け
て
行
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に

平
均
し
て
二
十
人
以
上
の
患
者
さ
ん
の
話

を
聞
く
経
験
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
大
学
で
は
二
週
間
で
一
人
、
二
人
程

度
で
す
。
喜
多
方
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
患

者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

医
学
生
は
充
実
感
と
達
成
感
を
感
じ
、

そ
し
て
、
多
く
を
学
び
感
謝
し
て
大
学
へ

戻
っ
て
い
き
ま
す
。
改
め
ま
し
て
若
い
彼

ら
の
育
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
新
年
度
も
研
修
医
や

医
学
部
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
実
習
先
と
し
て

も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
募
っ
て

お
り
ま
す
。
何
か
ご
意
見
や
ご
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
す
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市
民
一
人
ひ
と
り
の
具
体
的
な
取
り
組

み
の
た
め
に
、
そ
の
基
本
と
な
る
も
の
を

ま
と
め
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

「
指
針
の
具
現
化
と
実
践
へ
の
期
待
」
で

す
。
何
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
目

指
す
の
か
、
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
や
、よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
具
現
化
へ
の
取
り
組
み
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
に
は
、
ま

ず
指
針
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
自
分
の

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、

な
ど
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
の
留
意

点
と
し
て
は
、

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
努
力
目
標
で
す
。

今
年
度
は
、
広
く
指
針
の
周
知
と
そ
の

内
容
の
理
解
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ

の
具
現
化
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
そ
の
実
践
に
力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
づ
く
り
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
指

針
を
活
か
し
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割
を
踏
ま
え
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

シリーズ

喜
多
方
市

針

づ
く
り
の
指
針

人
づ
く
り
の
指
針
は
、
個
性
豊
か
な
人

間
の
創
造
を
期
待
し
、
瓜
生
岩
子
刀
自
や

蓮
沼
門
三
氏
な
ど
の
教
え
、
更
に
は
藤
樹

学
の
精
神
を
活
か
し
、
か
つ
当
地
方
の
風

土
、歴
史
等
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
指
針
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

は
も
と
よ
り
、
市
民
だ
れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針

具
現
化
と
実
践
へ
向
け
て

具
現
化
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
へ
向
け
て

〜
最
終
回
〜

　

指
針
の
具
現
化
とと

　
　
　
　

実
践
へ
のの
期
待

今
月
は
、
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
推
進
委
員
会
鈴
木
充
正
委
員
長
よ
り
、

指
針
の
推
進
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

喜
多
方
市

人
づ
く
り
の
指
針

推
進
委
員
会
委
員
長

鈴
木

充
正

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
指
針
の
具
現
化
と
実
践
へ
の
期
待
」

を
踏
ま
え
、
互
い
に
認
め
励
ま
し
合
い
な

が
ら
、
熱
意
を
持
っ
て
一
貫
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
23
）２
１
１
５

・
指
針
を
、
い
つ
も
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ

に
掲
示
し
、
唱
え
、
身
に
つ
け
る

・
指
針
に
つ
い
て
学
び
合
う
講
習
会
等
に

進
ん
で
参
加
す
る

・
努
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
目
標
を
明

確
に
し
、
実
践
へ
の
意
欲
を
高
め
る

・
毎
日
の
生
活
や
諸
活
動
と
結
び
つ
け
、

身
近
な
も
の
と
し
て
取
り
組
む

・
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
と
連
携
し
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
む

・
反
省
や
評
価
を
加
え
継
続
し
て
取
り
組

む
問問

喜多方市立第一小学校
人づくりの指針講演会の様子
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心身ともに健やかな成長を願い、家庭の教育

力の向上を図る。

①「教育の原点は家庭にある」ということを
自覚し、学校・地域との連携を図る。

②子育ては自分育てであることを自覚し、親
（保護者）としてひた向きに生きる姿を子
どもに示す。

③ 一人ひとりが家庭を大切にし、強い絆で結
ばれた家庭をつくる。

④ 子どもにおもねることなく、強い心と自立
心を育て、良心に背かない生き方を育む。

公民館、各種団体等においては、地域の自然

や伝統文化を生かし、かつ、幅広い人々との

ふれあいを通し、地域で子どもを育てる力を

高める。

①「地域の子どもは地域で育てる」という連
帯意識を高める。

②活動を通して社会規範や他者への対応など
の能力を高める。

③子どもの健全育成のため、安全で安心な望
ましい地域環境づくりに努める。

④ボランティア活動や福祉活動など、豊かな
体験の機会を増やす。

指針の具現化へ向け、推進計画を立て実践

する。

①指針の普及啓発に努める。
②親（保護者）を対象とする学習機会や相談・
支援体制の充実を図る。

③指針の具現化と実践に努める。

全教育活動において児童生徒個々の個性を

生かしながら、自ら学ぼうとする心,自ら考

え、判断し、行動する能力の育成を図る。

 なお、児童生徒のめざす姿として、「未来を拓
く喜多方人」を受け、行動目標「なかよくた
くましく 生きる」(前ページ)を設定しました。

①命の尊さを理解させ、互いの個性を生か
し、共に高め合いながら、徳、知、体、
意（意志力）の調和のとれた人づくりに努
める。

②専門職としての教師の意欲と実践的指導
力のさらなる向上を図る。

③郷土の自然や文化、歴史等を理解させ、家
庭や地域との連携・協力のもとに道徳教
育の充実を図る。

④特色ある学校づくりの推進を図る。
⑤保護者や地域との連携による開かれた学
校づくりを経営ビジョンに位置づけ、推
進に努める。

家庭に期待すること

地域社会に期待すること

行政や関係機関に期待すること

学校に期待すること

※　喜多方市人づくりの指針「指針の具現化と実践への期待」を一部編集して掲載しています。
　　全文については、４月中旬発行予定の『生涯学習推進計画ダイジェスト版』に掲載する予定です。

指針の具現化と実践への期待※
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喜多方市教育委員会喜多方市生徒指導協議会からの提言

みんなで育てよう！ 喜多方の子ども
　喜多方市生徒指導協議会では、次の４点について１年を通して意識して取り組むことを推進してい
ます。学校と家庭、地域が協力して、子どもたちを健やかに育てていきましょう。

 学校教育課☎(23)2113

いじめ問題や不登校、非行、携帯トラブルなどで悩んだら抱え込まずにすぐ相談しましょう。

万引き防止

小さなサインに注意

ヘルメット着用

携帯電話トラブル防止

○万引きは重大な犯罪への発展していく可能性の高い
初発型非行であると言われています。万引きを「し
ない、させない、見逃さない」指導をしましょう。「な
らぬことはならぬ」ものです。

○いじめや不登校では、初期の段階において様々なサ
インが出されることが多いと言われています。その
小さなサインを見逃さないようにしましょう。

○自転車乗車時のケガの約６割が「頭のケガ」である
と言われています。ヘルメット着用が自分の命を守
ることを、機会あるごとに子どもたちに話していき
ましょう。

○携帯電話が普及し、児童生徒が様々なトラブルに巻
き込まれる事例が増えています。携帯電話が本当に
必要かどうかも含め、早い段階からその使い方につ
いて指導していきましょう。

問問

喜多方市教育委員会
☎（23）2113
月～金　午前８時30分～

　　　　午後５時15分
担当　　学校教育課

スクールカウンセラー
※事前の予約が必要です。
　くわしくは各学校へ
  第一小学校
　　☎（22）2103
  第二小学校
　　☎（22）0465
  塩川小学校
　　☎（27）2049
  第一中学校
　　☎（22）0274
  第二中学校
　　☎（22）0799
  第三中学校
　　☎（22）5121
  会北中学校
　　☎（36）2038
  塩川中学校
　　☎（27）2021
  山都中学校
　　☎（38）2056
  高郷中学校
　　☎0241（44）2162

喜多方警察署
☎（22）5111
月～金　24時間
県警察本部いじめ110番
☎0120-795-110
月～金　午前９時～午後５時

喜多方市社会福祉課
☎（24）5229
月～金　午前８時30分～

　　　　午後５時15分
担当　　家庭児童相談員

県教委ダイヤルＳＯＳ
☎0120-453-141
月～金　午前10時～

　　　　　　午後５時

水戸昇教育相談所
☎（22）0715
毎日実施
担当　　水戸昇先生

福島いじめＳＯＳ24
☎ 0120-916-024
24時間365日

県立会津養護学校教育相談
☎ 0242（32）2242
月～金　午前９時～

　　　　午後４時45分
担当　　コーディネーター

子ども人権110番
☎ 0120-007-110
月～金　午前８時30分～

　　　　午後５時15分

県立会津養護学校竹田分校
（不登校・発達障がい）
☎0242（28）0640

スクールソーシャルワーカー
☎（23）2113
（喜多方市教育委員会）

会津児童相談所
☎0242（23）1400
月～金　午前８時30分～

　　　　午後５時15分


